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腰椎椎体に高度の骨欠損を生じ手術を要した後腹膜神経鞘腫の 1例
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　症例は 71 歳男性，当院血液内科にてマントル細胞リンパ
腫に対する精査中，CT 検査で長径 82 mm 大の右後腹膜腫
瘤（図 1）が認められたため当科を受診した．CT 上，腫瘍
は第 1 腰椎に接し一部は椎体内に侵入していた．MRI 検査
で腫瘤は T1 強調像で低信号，T2 強調像で不均一に高信号
を示し，内部に造影効果のない囊腫様部分を多数認めた．
画像所見から右第 12 胸神経に発生した非ダンベル型神経
鞘腫が疑われ経過観察を行った．増大傾向が強かったため
初診時から 4 年で CT ガイド下針生検を施行，神経鞘腫で

あることを確認した．初診時から 7 年で第 1 腰椎椎体の骨
欠損が正中を越え（図 1），椎体骨折のリスクが高まったた
め，腫瘍切除と椎体骨欠損部への骨移植を施行した（図
2）．腫瘍は第 1 腰椎椎体内に深く進展し，また，下大静脈，
腎動静脈，右腎臓を圧排していた．組織学的に神経鞘腫で
あることを再確認した．移植骨は術後 7 カ月には癒合した．
最終評価の術後 3 年の時点で再発を認めず椎体骨のリモデ
リングがみられた（図 3）．
　神経鞘腫は末梢または中枢神経の神経鞘に発生する良性
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腫瘍であるが，罹患した神経や隣接臓器に対する圧迫によ
り症状が出現する場合には手術が必要となることがある1．
後腹膜神経鞘腫の平均年間長径増大率は 1.9 mm と報告さ
れているが，個々の腫瘍による差が大きく慎重な対応が求
められる2，3．本例の年間長径増大率は 5.9 mm であった．ま
た，経過観察において，椎体のような硬組織であっても腫
瘍がほとんど抵抗なく骨内に進展していき椎体の支持性を
損なう可能性があることに留意する必要がある．

図 1　術前経過（矢印：腫瘍）．A）初診時 CT，B）6 年後
CT，C）6 年後 CT 冠状断，D）6 年後造影 MRI 冠状断
図 2　術中所見．A）腫瘍切除後の椎体の骨欠損（矢印），
B）骨移植後（矢印）
図 3　術後 CT（水平断と冠状断）．A，D）術直後，B，E）
7 カ月後，C，F）3 年後 
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